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男山団地再編事業

連携にいたる経緯
　2011年、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の採択を受け、UR男山団地に
おいて実践的な研究を開始。2013年、八幡市、独立行政法人都市再生機構および関西大学の
三者は「男山地域まちづくり連携協定」を締結し、様々な主体の恊働による事業を展開してきた。

活動内容
　2014年に策定した「男山地域再生基本計画」に基づき、持続可能な集合住宅団地への再編を目的
とした2つのプラットフォームを構築し、研究・実践に取組む。2019年度の主な活動としては、
①UR男山団地住戸リノベーション（以下、住戸リノベ）②UR男山団地集会所リノベーション
③住民参加型団地マネジメント、④コミュニティ活動拠点「だんだんテラス」の運営の4点である。
具体的には、
1 365日オープンの住民コミュニティ拠点「だんだんテラス」の運営継続
2 既存集会所の改修によるコミュニティ拠点化
3 DIY促進型住戸リノベーションの設計・供給
4 DIY支援拠点「だんだんラボ」の運営活用
5 団地屋外環境の改修整備
6 京都府立八幡支援学校との恊働による社会活動支援
などである。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
八幡市／京都府／独立行政法人都市再生機構（以下、UR都市機構）／一般社
団法人カンデ

■ 活動地域
京都府八幡市男山団地及びその周辺地域

■ 活動期間
2011年～継続中

■ 活動資金
八幡市・UR都市機構受託研究費／京都府 1（ひと）まち1（ひと）キャンパス事業
補助金（大学・地域連携プロジェクト支援）／
関西大学教育研究高度化促進費

DATADATA

持続可能な集合住宅団地再編に資する技術開発研究及び実践

1 住戸リノベーションは、新規2戸、プロトタイプ1戸を供給
（2014年～計19プランを開発）

2 連携協定締結以後、空家率が大幅に低下
3 学内の多様な人材との恊働による地域課題解決に向けた取組
を実施

1 長期的な視点による団地再編ビジョンの策定・共有
2 男山団地再編事業の持続に向けたシステムの構築
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Project OSC

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
武庫川女子大学／大阪ターミナルビル株式会社／関西大学建築環境デザイン
研究室／建築計画第Ⅰ研究室

■ 活動地域
大阪府大阪市（JR大阪駅 大阪ステーションシティ「時空の広場」）

■ 活動期間
2012年～継続中

■ 活動資金
大阪ターミナルビル株式会社事業費

DATADATA

1 広場に存在する制限の見直し、枠組みの拡大
2 管理会社との課題の抽出・提案
3 他大学との連携

1 日常時の広場空間活用の在り方の模索
2 各主体との連携強化
3 常設にまで踏み込んだ提案を行うこと

連携にいたる経緯
　2011年に開業した大阪ステーションシティは、駅とまちが一つになるように計画されたが、
開業当初は人のスケールから逸脱した空間であり、広場の在り方が模索されていた。そこで「OSCが
本当にまちになっているのか」をテーマに、継続的にOSCについて考えていくことになる。

活動内容
　本活動は、今年度で8年目となる。1年目はモニター調査として、まちらしさの観点から調査・
提案を行った。2年目以降は、時空の広場での「新しいまちの風景」の創出に向けた広場空間活用
の提案・実施活動を行っている。
　実施提案では、広場に仮設的な空間操作を行うことにより、広場の魅力を引き出し、訪れる人々が
広場に愛着を持てる仕掛けを創り出している。あわせて、ワークショップなど、利用者を巻き込ん
だ広場活用を行い、多世代が広場を介し交流する風景を創り出している。2019年度の提案では、時
空の広場の特徴の一つである大屋根の下に、布を用いて小さい屋根のような空間を作ることによっ
て、風や光といった目に見えない自然を可視化し、時空の広場にあふれる魅力を利用者の方々に感
じてもらうことができた。
　このプロジェクトは、様々な立場や職種の方 と々恊働することで実現している。学生では不十分な
技術的・制度的部分を補うために専門家と恊働し、分野横断的に関わり合うことで、提案も視野
の広がりを見せている。

活動の目的

大阪ステーションシティ（OSC）の広場の魅力を再発見し、「新しいまちの風
景」を創出する
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